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バケツリレーや初期消火の
体験ができたよ！

幼児、児童も参加して行われた中里村防災訓練。

いろいろな訓練の体験ができました。

（関連記事2～、5ぺ一ジ）
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㎡
ざ
窃
ど
い
う
時
の
た
め
に
！

災
害
想
定
を

　
9
月
1
3
日
㈲
、
午
前
9
時
1
0
分
に
新
潟
県
南
部
に
震
度
6
以
上
と

思
わ
れ
る
強
い
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
の
震
源
地
は
中
里
村

田
沢
地
内
と
み
ら
れ
、
震
源
近
く
の
上
山
、
田
中
、
小
原
、
山
崎
の

各
集
落
で
は
人
家
の
倒
壊
な
ど
重
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、

各
集
落
内
で
火
災
が
発
生
し
」
折
か
ら
の
南
よ
り
の
強
風
に
あ
お
ら

れ
延
焼
拡
大
し
、
飛
び
火
に
よ
る
大
火
の
危
険
が
あ
る
。

　
と
し
た
「
中
里
村
防
災
訓
練
」
が
中
里
村
消
防
団
秋
季
演
習
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
訓
練
に
は
、
上
山
・
田
中
・
小
原
・
山
崎
の
住
民
の
皆
さ

ん
と
村
消
防
団
員
か
ら
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
広
域
消
防

本
部
南
分
署
職
員
、
役
場
職
員
も
加
わ
り
約
4
0
0
人
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
訓
練
は
、
ま
ず
最
初
に
住
民
の
1
1
9
番
通
報
か
ら
始
ま
り
、
十
日

町
消
防
本
部
よ
り
役
場
に
火
災
発
生
の
連
絡
が
入
り
サ
イ
レ
ン
が
な
る
。

と
同
時
に
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
村
長
に
災
害
発
生
の
報
告

が
あ
り
、
村
長
は
た
だ
ち
に
災
害
対
策
本
部
の
設
置
と
住
民
の
避
難
を

職
員
に
命
令
、
役
場
職
員
は
、
速
や
か
に
対
策
本
部
の
設
置
と
広
報
車

に
よ
る
住
民
の
避
難
誘
導
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
避
難
し
た
住

民
の
各
集
落
代
表
者
が
対
策
本
部
長
に
避
難
住
民
の
人
数
を
報
告
し
て
、

火
災
通
報
訓
練
と
避
難
誘
導
訓
練
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
は
、
初
期
消
火
・
放
水
訓
練
・
け
が
人
救
出
・
応
急
救
護
な

ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
様
々
な
体
験
が
こ
の
訓
練
で
で
き
ま
し
た
。

饗麟

韓

く1災害発生〃

村長より対策本部設置

住民の避難誘導命令が

　出される

循
《各集落より住民が避難

難
難
　
　
＝

副
▼本部長に避難人員報告

　
　
灘

、
灘
輔
瀞
護

▼救援物資も搬入される

騒
簾
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撫．

　
◆
消
火
器
で
の
消
火

　
　
　
　
う
ま
く
消
せ
た
か
な

　
　
　
　
　
霧
，

　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
　
　
　
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

羅
　
韓
購
灘
灘
羅
蕊
灘

嚢
難
き
藻
嚢
灘
．

・
購
囎
講
甕
馨
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ダ
　
　
　
　
　
ヘ蟄

出
火
を
防
ぐ
・
火
を
消
す

　
出
火
防
止
や
初
期
消
火
は
、
火
災

の
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
と
て

も
大
事
で
す
。
特
に
、
消
火
器
は
備

え
て
い
て
も
、
使
っ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
人
は
多
い
は
ず
。
訓
練
の
機

会
を
利
用
し
て
、
消
火
器
な
ど
の
取

り
扱
い
方
法
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

》
消
火
器
の
し
く
み
は
…
…

孟
調
灘

》
チ
ョ
ツ
ト
重
い
よ

　
，
ボ
ク
が
ん
ば
る
！

猷
　
』

継
『

艦
　
．

箋

◆
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
消
火

　
　
　
的
を
め
が
け
て
！

鐵
　1

塵
1ン　　轡　村消防団員・南分署職員による放水

響

鐸
　”驚妻

　　　ノ
　　葦
　ひ　　コ　　■　　』　　《

樋
口

正
次
峯
為
辮
謬

　
防
災
訓
練
は
お
お
い
に
や
る
べ
き
だ
と
思
う
し
．
慧
識
懇
擁
潅
懸
懇

の
に
大
変
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
形
だ
け
と
い
う
も
の
が
強
い
と
感
じ
ら
れ
凝
の
鞭
．
懇
態
灘

ば
も
っ
と
真
剣
に
「
本
当
に
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
磁
繕
葱
講
懸
鎧
纏

が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
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け
が
人
を
救
出
す
る

　
家
な
ど
が
倒
壊
し
て
下
敷
き
に
な
っ
た

人
を
救
出
す
る
と
き
に
は
、
周
囲
の
人
に

協
力
を
求
め
て
救
出
活
動
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
の
こ
ぎ
り
や
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ー
ル

な
ど
身
近
に
あ
る
道
具
を
使
っ
て
の
救
出

方
法
や
、
救
出
作
業
の
安
全
確
認
、
複
数

で
の
作
業
の
仕
方
な
ど
を
訓
練
し
ま
す
。

◆
高
所
か
ら
の
救
出

▼もう少しガンバッテ

職購
鐙

▼ジャッキー一・バールを使って

柱に挟まれた人の救出
11羅難，』．羅馴』」懸鞠麟■匿縢鑑

》
倒
壊
家
屋
か
ら
ケ
ガ
人
救
出

　　　　灘．
懸・

餐

畷
鹸
　

井
ノ
川
洋
子
さ
ん
爾
嚢

　
大
変
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
婦
人
会
嶽
欝
鍵
懸
欝
懸

っ
て
い
ま
す
が
い
ろ
い
ろ
の
年
齢
層
の
方
が
参
加
し
饗
鐡
莱
驚
護
逡
雛

よ
か
っ
た
で
す
。

　
時
間
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
応
急
手
当
は
、
参
翻
灘
灘
織

が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
バ
ヶ
ツ
リ
レ
ー
は
簡
単
懸
饗
馨
璽
鑛
灘

参
加
で
き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
れ
た
の
で
よ
か
っ
瀧
癒
繍
。
．
．
』
、
・

清
水
雅
秀
さ
ん
霞
”
麟

　
子
供
と
一
緒
に
参
加
し
て
、
消
火
器
を
使
っ
て
の
初
期
消
鐵
灘
練
雛

で
き
る
な
ど
、
防
災
訓
練
は
よ
か
っ
た
。
何
年
か
に
1
圃
灘
糠
滋
灘
難

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。
子
供
も
消
防
職
員
の
屋
上
が
麟
の
救
鐵
講
纏

が
良
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
今
後
の
防
災
訓
練
で
は
、
も
っ
と
多
く
の
人
が
参
加
驚
き
難
難
騰
縫

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。太

島

翔
く
ん
鍵
灘

　
初
め
て
消
火
器
を
使
っ
て
火
を
消
し
ま
し
た
。
い
撫
経
験
灘
灘
懸
叢
，

し
た
。

　
消
防
署
の
人
が
田
沢
小
学
校
の
屋
上
ヘ
ロ
ー
プ
だ
け
瞭
登
鍛
灘
饗
．

人
形
を
背
中
に
そ
っ
て
お
り
て
来
る
の
を
見
ま
し
た
。
高
鱒
辮
溝
麟
醗

が
人
を
助
け
る
と
き
は
、
こ
ん
な
こ
と
も
す
る
の
か
と
懇
覇
蒙
態
羅
懲
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け
が
人
の
応
急
救
護

　
大
き
な
災
害
の
と
き
は
、
負
傷
者

も
多
く
な
り
、
消
防
署
な
ど
に
よ
る

救
急
活
動
が
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
周
囲
の
人
同
士
が

助
け
合
っ
て
応
急
救
護
を
す
る
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
応
急
処
置
と
し
て
、
と
く
に
重
要

な
の
が
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工

呼
吸
で
す
。
ま
た
、
止
血
方
法
や
骨

折
の
応
急
処
置
、
け
が
人
の
搬
送
、

◆
あ
な
た
で
き
ま
す
か
？

　
　
　
　
体
験
が
何
よ
り
の
宝

包
帯
や
三
角
巾
の
使
い
方
、
け
が
人

の
運
び
方
な
ど
も
覚
え
て
お
き
た
い

こ
と
で
す
。

　
　
　
灘
遜

鍵
　
・

蜘
灘

～中里村秋季消防演習～
　
恒
例
の
中
里
村
消
防
団
秋
季
演
習
は
、

防
災
訓
練
を
途
中
に
入
れ
た
た
め
例
年
実

施
し
て
い
る
演
習
が
除
か
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
人
員
の
服
装
点
検
・
小
型
ポ

ン
プ
操
法
が
防
災
訓
練
前
に
分
列
行
進
・

長
年
貢
献
し
て
い
る
消
防
団
員
へ
の
表
彰

が
防
災
訓
練
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
日
頃
訓
練
し
て
い
る
号

令
や
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
随
所
に
見

せ
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
秋
季
演
習
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
欝
難

驚
　
　
轍
　
　
　
㌔

　
　
『

　
　
÷

　
　
、

　
　
’
　
■

難

漁

罪深、
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明るく住みよい村づくりのために現在も進められ

ています特別養護老人ホーム「七川荘』をはじめと

した様々な事業が平成9年度に行われました。これ

からも住みよい村づくりのためにも自主財源の確保

に務めるとともに、積極的に国県補助事業の導入を

図り、住民の行政需要に応えるために努力します。

　　　　　　’
平成9年度一般・特別会計決算額

項　　　目 歳　　入 歳　　出 差引残額

一　般　会　計 4，448，104千円 4，358，638千円 89，466千円

特
　
別
会
　
計

国民健康保険 518，654千円 500，439千円 18，215千円

倉俣診療所 78，760千円 69，508千円 9，252千円

歯科診療所 44，342千円 42，336千円 2，006千円

老人保健 745，495千円 745，351千円 144千円

簡易水道 246，912千円 237，320千円 9，592千円

下　水　道 726，009千円 716，730千円 9，279千円

一般会計の歳入決算額44億4，810

万4干円、歳出決算額43億5，863万8

干円で差額が8，946万6干円となりま

す。このうち平成10年度への繰越事

業分526万5干円を差し引いた8，420

万1干円が実質収支となり平成10年

度へ繰越されました。

　　　　諸収入95，794千円
　　　　　　　（2．2％）
　　使用料及び手数こ
　98，189千円（2．2％）

　　　　繰越金
103，439千円（2．3％）

　　国庫支出金
147，392千円（3．3％）

　繰入金
　255，675千円　一
　（5．7％）

　　　　　県支出金
　　　　　851，314千円
　　　　　（7．9％）

　　　　　　村債
　　　　　386，800千円
　　　　　　（8．7％）

その他199，209千円
　　　（4．5％）

卿甲

村税
729，800千円
（16．4％）

地方交付税
2，080，492千円
（46。8％）

消防費123，325千円
　　　　（2．8％）
商工費
133，566千円
　（3．1％）

　　教育費
　　350，689千円
　　　　（8．0％）

　衛生費
　371，416干円
　（8．5％）

その他109，833千円
　　　（2．5％）

㎜亨

公債費
539、403千円
（12．4％）

土木費
551，876千円
（12．7％）

総務費、
802，893千円
（18．4％）

馨

鷺縷

農林水産費
744、245千円
（17．1％）

民生費
631，392千円
（14．5％）

440，707円

入湯税 村たばこ税

・
欝

癒慰

4，930円 4，菊0円

軽自動車税

纏，996円

固定資産税

69，7瑠円

村民税

32，590円



　　　　　財産状況
村の財産は次のとおりとなっています。

なお、この中には特別会計分は含まれておりません。

土　　地 1，162，579㎡

建　　物 45，271㎡

積
　
　
立
　
　
基
　
　
金

財政調整基金　　　　　　　　　　　382，520千円

減債基金　　　　　　　　　　　　　502，760千円

目
　
的
　
基
　
金

建設基金　　　　　　　　　　　254，260千円

ふるさと創生基金　　　　　　　202，780千円

地域福祉基金　　　　　　　　　　157，400千円

環境整備基金　　　　　　　　　229，590千円

国営農用地総合開発事業償還基金　100，000千円

中山間地ふるさと水と土保全基金　10，000千円

中山間地域活性化推進基金　　　　　3，806千円

教育施設整備基金　　　　　　　　83，000千円

文化スポーツ奨励基金　　　　　　76，306千円

村民研修基金　　　　　　　　　　　　120，000千円

その他定額運用基金　　　　　　　　　315，000千円

基金合計 2，437，422千円

　　　　　村税の内訳
皆さんから納めていただいた村税は地方交付税に次ぐ

歳入の大きな部分を占めています。

　7億2，980万円のうち、固定資産税と村民税で6億7，457

万4干円となっており、村税全体の、92．4％となってい

ます。

　　　　　軽自動車税　　　入湯税12，726千円
　　　13，161千円（1．8％）　　　　（1．8％）

市町村税たばこ税
29，339千円（4．0％）

蹴民税

21擁露 固定資産税
459、739千円
（63．0％）

　　　　住みよい村づくりに融資を受けました。
村では、平成9年度に大蔵省、郵政省、公営企業金融公庫、第四銀行の融資（地万債）を受け、

次の事業を行いました。

一　　　般 会　　　計

事　　　業　　　名 融～資　額 借　　入　1、先

急傾斜地崩壊対策事業負担金 1，400千円 大　　　　蔵　　　　省

県営　ほ場整備事業負担金 5，800千円 大　　　蔵　　　省

中山間地域活性化総合対策事業 15，900千円 大　　　　蔵　　　　省

県営広域農道整備事業負担金 28，300千円 大　　　　蔵　　　　省

県営広域基幹林道開設事業負担金 4，300千円 大　　　　蔵　　　　省

林　道　西　方　線　舗　装　事　業 6，300千円 大　　　　蔵　　　　省

林　道　新　屋　敷　線　開　設　事　業 10，000千円 大　　　　蔵　　　　省

ふるさとづくり道路整備負担金 35，000千円 第　　四　　銀　　行

県道中深見越後田沢停車場線整備負担金 5，000千円 公営企業金融公庫
村　道　清　田　山　線　物　件　補　償 5，000千円 郵　　　　政　　　　省

清田山自然運動公園コテージ建設 9，000千円 郵　　　　政　　　　省

ゆ　　く　　ら　　妻　　有　　建　　設 69，000千円 郵　　　　政　　　　省

村道干溝市之越線改良事業 47，000千円 郵　　　　政　　　　省

特別養護老人ホーム建設補助 81，600千円 郵　　　敢　　　省
臨　　時　　税　　収　・補　　て　　ん 37，600千円 大　　　　蔵　　　　省

簡易水道特別会計
中　　央　　地　　区　　統　　合　　整　　備 71，300千円 大　　　　蔵　　　　省

下水道特別会計
特定環境保全公共下水道 143，200千円 大　　　　蔵　　　　省

特定環境保全公共下水道 57，500千円 公営企業金融公庫

66↑，197円

その他

4，385円

公債費

81，826円

教育費

、●

“　“
し、（、

53，199円

消防費

蝦
　9

18，708円

士木費

83，719円

商工費

均
、隆

20，261円

農椒駅産業費

パ

認

112，901円

衛生費

56，343円

民生費

95，781円
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9
月
3
0
日
㈱
、
津
南
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
今
年
度
よ
り
合
同
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
第
1
回
津
南

町
中
里
村
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
津
南
町
・
中
里
村

の
1
2
校
の
各
小
学
校
5
・
6
年
生
児

童
4
4
2
人
が
参
加
し
、
主
に
午
前

中
が
予
選
で
午
後
か
ら
決
勝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
手
は
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
競
技
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
応
援
に
掛
け
つ
け
た
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
声
援
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
競
技
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

が
中
里
村
の
各
小
学
校
選
手
は
予
選

か
ら
決
．
勝
へ
と
進
み
、
す
ば
ら
し
い

成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

闘　・”

競技結果
＊100M

3位　廣田　直樹（田　沢γ

4位　鈴木　裕也（倉　俣）

6位　高橋　和仁（倉　俣）

＊1500M

4位鷹巣

16秒7
16秒7
16秒7

　　　哲（貝　野）5分43秒6
5位　廣田　直樹（田　沢）5分43秒8

7位　齋喜　哲也（倉　俣）5分56秒4

＊走り幅跳び

2位　服部　慎吾（田　沢）　343cm

8位　高橋　和仁（倉　俣）　314cm

＊走り高跳ぴ

1位　桐生　英樹（貝　野）

2位吉楽拓也（田沢）
3位　南雲　貴裕（田　沢）

4位上原隼人（田沢）

＊80Mハードル
1位　服部　慎吾（田　沢）

2位　鈴木　直人（倉　俣）

4位山田高士（田沢）

114cm

111cm

105cm

105cm

15秒9
16秒6
16秒8

．　σ

＊100M

1位　桐生恵美子（貝　野）　16秒4

2位富井彩加（田沢）　16秒8
3位　樋口　優里（高道山）　17秒0

6位山本ジャステン（清津峡）17秒5

7位　樋口　絵里（高道山）　17秒8

＊800M

2位樋口優里（高道山）2分59秒4
5位　小巻沢美紀（田　沢）3分09秒7

8位　根津亜沙美（倉　俣）3分13秒2

＊走り幅跳ぴ

闘o。”

＊100M

2位　福崎　純基（貝　野）　14秒8

3位　富井　通信（田　沢）　・15秒2

6位　山田　浩明（高道山）　16秒5

7位　廣田　　淳（田　沢）　16秒7

＊1500M

1位　吉楽　和也（貝　野）5分16秒9

6位　江口　弘展（田　沢）5分35秒6

7位　村山　武志（田　沢）5分35秒7

＊走り幅跳び

1位　福崎　純基（貝　野）　404cm

2位富井通信（田沢）　398cm
8位樋口　薫（田沢）　350cm
＊走り高跳び

1位樋口大志（田沢）　131cm
5位吉楽和也（貝野）　122cm
7位山田浩明（高道山）　119cm

8位樋口達也（田沢）　116cm
＊80Mハードル
1位　樋口　大志（田　沢）　14秒3

4位　江口　弘展（田　沢）　15秒6

5位　廣田　淳（田　沢）　16秒0

7位　中嶋　秀文（貝　野）　16秒7

雛i、．

箋
翻

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

謹嚢嚢嚢．i，護聾難一轟轟韓
黙

3位　渡辺　由貴（貝　野）

4位桐生恵美子（貝野）

5位山本千里（清津峡）
＊走り高跳ぴ

1位　桑原　麻弥（田　沢）

2位富井彩加（田沢）
7位　井ノ川優美（田　沢）

8位　大口恵美子（倉　俣）

＊80Mハードル
1位　小巻沢美紀（田　沢）

3位　樋口　絵里（高道山）

4位　鈴木　有香（倉　俣）

騰譲

303cm

301cm

296cm

105cm

105cm

95cm

95cm

16秒5
18秒4
18秒9

■go　c

＊100M

1位　藤ノ木千寛（清津峡）　15秒8

6位　高野絵梨佳（高道山）　17秒0

＊800M

6位　服部由里子（田　沢）3分04秒9

8位　大口真由美（倉　俣）3分06秒3

＊走り幅跳び

6位井口久美子（田沢）　302cm
＊走り高跳ぴ

4位　島田　智代（倉　俣）　111cm

＊80Mハードル
5位　高野恵梨佳（高道山）　17秒4

8位　島田　智代（倉　俣）　18秒0

＊4×100Mリレー
【男子】

3位　田沢小学校A

5位　田沢小学校B
【女子】

2位田沢小学校A
6位　倉俣小学校

1分02秒6

1分06秒1

1分05秒6

1分09秒6

粥

　　　　　…’團一■．濫，騰萎．響…．謡

懸
．

　
　
雛
縄
珊

　
難
禦

　
難
　
撒
騨

　
難
灘

　
　
瑚
聯講
藩

議
　
　
　
　
　
　
　
撒
．
灘

　
　
　
　
議
　
　
…

　
鏡
　
鱒
灘
撒

議
嚢
懇
奎

醐
灘
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「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
勤
務
の
山

本
裕
子
さ
ん
（
小
出
）
が
9
月
4

日
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
、
企
業
の
電
話
応
対
の

向
上
を
目
的
と
し
た
「
電
話
応
対

コ
ン
ク
ー
ル
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」

（
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
各
地
区
電
信
電

話
ユ
ー
ザ
協
会
主
催
）
に
参
加
し
、

み
ご
と
参
加
者
5
7
名
の
頂
点
に
立

ち
ま
し
た
。

　
競
技
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

広
告
を
見
た
と
い
う
お
客
様
が
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
る
」
ケ
ー

ス
と
「
申
し
込
ん
だ
商
品
が
一
週

問
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
と
い
う
電

話
が
か
か
る
」
と
い
う
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
模
擬
応
対
す
る
形
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
別
室
の
審
査
員
が
「
全
体
的
印

象
」
「
正
し
い
言
葉
づ
か
い
」
「
語

調
」
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
採
点
。

参
加
選
手
は
緊
張
し
な
が
ら
も
日

頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
素
晴

ら
し
い
応
対
ぶ
り
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。
本
大
会
で
優
勝
し
た
山
本

さ
ん
他
5
名
の
方
は
中
越
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
1
0
月
9
日
、
長
野

市
で
開
催
さ
れ
る
信
越
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　
山
本
さ
ん
に
信
越
大
会
へ
向
け

て
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
賞
に
関
係
な
く
、
自
分
で
満
足

で
き
る
応
対
が
で
き
れ
ば
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　中　　　　　　　　　　　　　　間　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　動　　　　　　　　運　　　　　　窮　　　　姜
　　運交

「
車
に
は
十
分
注
意
し
て
』

と
園
児
た
ち
に

　
9
月
2
1
日
の
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
の
初
日
、
十
日
町
警

察
署
・
中
里
村
交
通
安
全
協
会
・

交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん
が
国
道

1
1
7
号
線
、
3
5
3
号
線
で
交

通
指
導
所
を
設
け
安
全
運
転
を
呼

か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
役
場
庁
舎
前
で
村
長

の
訓
辞
を
受
け
、
村
内
を
パ
ト
ロ

ー
ル
、
途
中
各
保
育
所
に
立
ち
寄

り
、
園
児
た
ち
に
「
車
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
飛
び
出
し

を
し
な
い
よ
う
に
」
と
話
し
か
け

て
い
ま
し
た
。

、、雛灘潅譲

欝簸灘li

譲
　
豪

臆、．

郡
市
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

中
里
中
央
ク
ラ
ブ
優
勝
1

　
9
月
2
9
日
㈹
、
十
日
町
市
の
信

濃
川
運
動
公
園
で
「
第
1
7
回
郡
市

高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
郡
市
内
か
ら
1
6

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
当

村
か
ら
は
中
里
中
央
ク
ラ
ブ
と
上

山
ク
ラ
ブ
か
参
加
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
み
ご
と
中
里
中
央
ク
ラ
ブ
が

優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
競
技
に
は
、
交
通
安
全
規
則
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
第
ー
ゲ
ー
ト

に
向
か
う
手
前
に
横
断
歩
道
で
一

旦
立
ち
止
ま
り
右
・
左
・
右
を
確

認
し
わ
た
り
打
撃
に
入
る
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
る
り
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
無
料
点
検
と

交
通
安
全
の
呼
か
け

　
郡
市
自
動
車
整
備
協
会
に
よ
る

マ
イ
カ
ー
無
料
点
検
が
9
月
2
5
日

働
国
道
1
1
7
号
線
田
沢
地
内
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
無
料
点
検
に
は
、
村
交
通

安
全
協
会
の
「
黄
桜
隊
」
も
協
力
、

エ
ノ
キ
茸
を
配
布
し
な
が
ら
交
通

安
全
を
呼
か
け
る
と
と
も
に
整
備

協
会
の
皆
さ
ん
が
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
や
バ
■
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
無
料
点

検
を
行
い
ま
し
た
。

平成10年10月10日広報なかさと9



　
9
月
1
5
日
（
敬
老
の
日
）
、
中
里
中

学
校
体
育
館
で
「
第
1
9
回
中
里
村
老

人
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
の
対
象
者
は
、
7
0
9
人
（
大

正
1
2
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
で
出
席
さ
れ
た
方
は
4
3
0
人

で
す
。
第
1
部
の
式
典
で
は
、
山
本

村
長
が
「
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

健
康
を
お
祝
い
し
な
が
ら
、
村
・
地

域
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
長
生
き
を

す
れ
ば
必
ず
よ
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健
康
に
留
意
し
、
来
年
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

そ
の
後
、
慶
祝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慶
祝
で
は
、
8
0
歳
（
6
6
人
）
・
8
8
歳

（
34
人
）
・
9
5
歳
（
2
人
）
・
1
0
0
歳

以
上
（
2
人
）
・
金
婚
夫
婦
（
4
6
組
）
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
（
6
組
）
・
老

人
ク
ラ
ブ
功
労
者
（
6
人
）
の
代
表
者

に
祝
辞
、
表
彰
状
、
記
念
品
が
そ
れ

ぞ
れ
の
に
贈
ら
れ
、
ま
た
、
金
婚
夫

婦
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
に
は
、

桐
生
俊
紀
く
ん
（
小
原
）
と
村
山
春
香

ち
ゃ
ん
（
田
沢
）
か
ら
花
束
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
第
2
部
祝
宴
で
は
、
中

　
　
　
　
　
里
村
名
誉
村
民
の
上
村

正
子
様
の
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
祝
宴
に
入
り
、

中
里
芸
能
協
会
所
属
の

団
体
・
み
の
り
学
園
の

踊
り
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

が
踊
り
や
歌
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
行
い
楽
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

蕪
灘
輝

　
1
2
～
1
3
年
前
、
清
津
川
の
渓
流

釣
の
解
禁
は
4
月
1
日
だ
っ
た
が

10

年
位
前
3
月
1
日
に
な
っ
て
昨

年
か
ら
再
び
4
月
1
日
の
解
禁
と

な
っ
た
。

　
渓
流
釣
り
が
や
り
た
く
て
仕
方

な
か
っ
た
12
～
1
3
年
前
、
そ
の
時

3
月
1
日
が
解
禁
だ
っ
た
魚
野
川

に
釣
に
出
か
け
た
。
水
が
き
れ
い

だ
し
、
魚
も
き
れ
い
で
さ
び
て
い

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
1
0
年
位

前
、
湯
沢
・
塩
沢
で
の
リ
ゾ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
り
当
時
、

川
が
臭
く
な
っ
た
と
感
じ
た
。
6

月
頃
、
魚
野
川
で
尺
ヤ
マ
メ
を
釣

っ
て
食
べ
た
が
石
油
臭
か
っ
た
。

（
た
ぶ
ん
石
油
を
原
料
と
し
た
洗

剤
な
ど
の
た
め
と
思
う
）
そ
れ
以

来
魚
野
川
に
は
い
っ
て
い
な
い
。

（
た
だ
、
魚
野
川
の
今
は
マ
ン
シ

ョ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
時
期
と
違
っ
て
浄

化
の
関
係
か
ら
か
水
も
き
れ
い
に

な
っ
て
魚
も
旨
く
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
）
　
最
近
は
、
旨
い
ヤ
マ

メ
を
求
め
て
山
形
・
秋
田
・
富
山

ま
で
足
を
運
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
清
津
川
の
鮎
を
店
で
出

し
て
い
ま
す
が
、
前
に
食
べ
た
東

京
な
ど
の
遠
方
の
方
が
お
い
し
い

と
思
っ
た
ら
し
く
お
盆
の
時
、
2

時
間
位
待
っ
て
食
べ
、
ま
た
来
ま

す
と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
旨
い
と
い
っ
て
く
れ
る
清
津

川
の
鮎
で
す
か
ら
、
清
津
川
の
水

も
一
部
魚
野
川
に
取
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
少
し
で
も
戻
し
て
い
た
だ

き
夏
の
渇
水
期
で
も
水
量
を
安
定

さ
せ
、
魚
に
い
い
環
境
の
川
の
状

態
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

10



繋麟鞭磯欝灘雛難灘轍麟1撚ii獲鶯響篇藻騰』

㌧
蕎レ。

　　をかさと

　　　　　《第4回なかさとトキメキ大学》

・日時10月15日㈲午後7時～午後9時30分

・会場中里村総合センター
●内容　テーマ

　　　私の主張パートII『国際理解・交流「世界の国々から見た中里村」』

　　　　　・男女共生強制社会における家族の役割

　　　体験発表者：中里村AET　カレン・カタヤマ　　　　（アメリカ）

　　　　　　　　農業研修生　ナタリア・マリニ・レニィ（インドネシア）

　　　　　　　　山　崎樋口俊明（海外勤務フィリピン）
　　　　　　　　東　田　沢　　村山一恵（農業研修　オランダ）

”
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懇

鱒
さ
　
　
。
。
》
　
　
蕪

蝋
　
錯
　
　
　
　
…
会
　
　
ー
　
…
㎜
鰍
・
．

鰐
・
膿
件
懲
…
弥
件
鯖
誘
㎜
㎜
…
…
鰍
園
鯖
鑑

崩
《
霧
1
0
醗
信
認
望
1
1
中
男
熟
讐
”
田
甲
混
m

崩
　
　
し
加
時
・
ス
込
毎
。
中
時
場
目
　
切
欄
』
　
時
場
目
　
　
切

鱒
　
　
楽
参
　

合
一
　
　
鱒
《
　
　
　
　
　
　

勲
　
　
　
・

”
　
　

の
日
集
コ
申
鱒
　
　
日
会
種
　
締
灘
、
…
，
　
目
会
種
　
　
締

●
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◎
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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烹
灘
籔
◆
鞭
◎
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
ニ

　
欝
　
一
　
　
警
∞

毅
翠
藷
懸
覚
籠
贈
」
讐
．
…
鑛
蒙
化
麗

箏
時
場
購
籔
時
場
格
品
切
騨
欝
麗
時
場
容
切

鱒
《
日
　
会
息
◎
』
『
　
　
ん
日
　
会
資
作
　
締
　
熱
難
　
　
も
ご
日
会
内
締

無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
　
．
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕨
．
、
、
．

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣
．
『
、

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●♂b●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　人材育成事業・文化、スポーツ奨励基金活用事業の

　　　　　　　　　　　　　　補助金申請を受付ています

　　「人材育成事業」は、事例調査、技術習得事業・講演会の開催・同名町村友好交流事業を、「文化・スポーツ奨

　励基金活用事業」は文化・スポーツの派遣費補助と文化、スポーツ活動の支援を行なっている補助事業です。

　　詳しくは、平成10年4月10日号の「広報なかさと」または、社会教育課にお問合せ下さい。

　　◆申込期限11月30日（月）

　　◆問合せ先教育委員会　社会教育課（費63－4478）

11 広報なかさと 平成10年10月10日
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闘闘團国

桑原龍弥くん（1歳）⑰
茂・文美子さん夫妻の長女（通り山）

　昼間は、おぱあちゃんと一緒の

龍弥くん。よく女の子に間違えら

れるようですが家の中を走り回っ

たり階段を登ったりと元気いっぱ

いの男の子です。最近は外に出た

がっているのでおぱあちゃんも目

が離させないようです。

　家の人が電話をしていると龍弥

くんも話したいのか近寄って来る

のだそうです。お父さん、お田さ

んは「健康で、いい子に育っても

らいたい」と話してくれました。

第
慧
園

消
防
騨
癒
縷
の
闇
催

幼
・
少
年
の
う
ち
か
ら
、
火
災
予

防
及
び
防
災
教
育
を
目
的
に
、
楽
し

み
な
が
ら
防
災
に
関
心
を
持
つ
て
い

た
だ
く
た
め
毎
年
「
消
防
ひ
ろ
ば
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
。

◆
目
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
会
場
　
松
代
町
役
場
駐
車
場

　
（
雨
天
H
役
場
車
庫
内
で
実
施
）

◆
内
容

①
ミ
ニ
消
防
車
運
転
コ
ー
ナ
ー

②
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

③
ち
び
っ
こ
救
助
隊
コ
ー
ナ
ー

④
わ
た
あ
め
コ
ー
ナ
ー

⑤
風
船
コ
ー
ナ
ー

⑥
紙
し
ば
い
コ
ー
ナ
ー

⑦
消
防
士
体
験
コ
ー
ナ
ー

⑧
防
災
指
導
コ
ー
ナ
ー

⑨
救
急
指
導
コ
ー
ナ
ー

⑩
保
育
園
児
絵
画
展
示
コ
ー
ナ
ー

⑪
は
し
ご
乗
り
コ
ー
ナ
ー

⑫
鬼
落
し
コ
ー
ナ
ー

⑬
火
お
こ
し
コ
ー
ナ
ー

⑭
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー

ワ
嚢
灘
灘
鐵
・
懸
劉
デ
ー
・

オ
U
壌
鍵
講
蓑
灘
裂
シ
の

こ
案
内

　
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
制
度
と

は
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
カ
ナ
ダ
と
の

政
府
間
協
定
に
基
づ
い
て
、
次
第
を

担
う
青
少
年
が
相
手
国
の
文
化
や
生

活
習
慣
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
人
生
経
験
と
、
広
い
国
際
的

視
野
を
も
っ
た
青
少
年
の
育
成
を
目

的
に
、
長
期
間
の
休
暇
の
た
め
の
旅

行
と
、
そ
の
間
の
資
金
を
補
う
た
め

に
就
労
す
る
こ
と
も
認
め
る
制
度
で

す
。　
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
新
潟
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時
　
1
0
月
2
5
日
㈲

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時
3
0
分

◆
会
場
　
新
潟
テ
ル
サ
　
3
F

　
　
　
　
　
大
会
議
室

　
　
新
潟
市
鐘
木
1
8
5
1
1
8

◆
定
員
　
1
5
0
名
（
申
込
先
着
順
）

◆
参
加
費
用
　
1
、
5
0
0
円

◆
申
込
締
切

◆
申
込
万
法

電
話
で
㈲
日
本
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ

リ
デ
ー
協
会
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

行政・老人・ふ配ごと相談所を開設
　国、県、村の仕事に関する苦情や意見や要望など。

　また、生活や身のまわりのことで困っていることが

ありましたら、お気軽にご相談ください。

相談は、無料で秘密は固く守られます。

　◆日　時　10月20日（火）午後2時～午後4時

　◆会場老人福祉センター
　◆相談員　各行政、老人、心配ごと、人権相談員

　　　　社会保険移動相談所開設
　六日町社会保険事務所では、地域の皆様から年金や

健康保険についてより理解を深めていただくために「社

会保険移動相談所」を開設いたします。年金や健康保

険の相談及び請求手続の方法など、社会保険の相談に

応じますので、お気軽にご利用ください。

　相談は無料です。

　◆日　時　10月29日㈱　午前10時～午後3時まで

　◆会　場総合センター2階小会議室

平成10年9月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工　事　費 請　負　業　者

国保倉俣診療所改築外構工事 芋　　　川 6，090，000円 南雲産業　南雲久作
中央地区配水管布設替工事（6工区） 如　来　寺 1，396，500円 有限会社　富　井　電　気

村道倉下土倉線用地測量委託 倉下・土倉 4，725，500円 十　　日　　町　　測　　量

中央地区配水管布設替工事（14工区） 如　来　寺 3，150，000円 株式会社鈴木土建
中央地区配水管布設替工事（15・16工区） 如　来　寺 3，780，0QO円 中里水道工業有限会社

中央地区配水管布設替工事（17工区） 如　来　寺 3，601，500円 有限会社　信　濃　設　備

中央地区配水管布設替工事（18工区） 芋　　　沢 2，310，000円 有限会社　富　井　電　気

簡易水道統合施設整備中央地区23次工事 白　羽　毛 16，905，000円 株式会社　庭野電機商会
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（14工区） 如　来　寺 8，652，000円 有限会社　滝　沢　重　機

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（15工区） 如　来　寺 18，375，000円 株式会社　鈴木　土　建
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（17工区） 如　来　寺 8，505，000円 有限会社　星　野　建　設



　
　
新
潟
県
中
小
企
業
緊
急
経
営
支
援
資
金

　
長
引
く
景
気
低
迷
の
た
め
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
中
小
企
業
者
の
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
の
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

◆
融
資
対
象

　
最
近
3
か
月
間
の
売
上
高
が
過
去
3
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
の
売
上

高
に
比
し
、
5
％
以
上
減
少
又
は
最
近
6
か
月
の
受
注
残
高
が
過
去
3
年
間
の

い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
の
受
注
残
高
に
比
し
、
1
0
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

◆
対
象
者
認
定

　
融
資
対
象
の
判
断
は
金
融
機
関
及
び
保
証
協
会
で
行
う
。

　
　
　
　
　
　
（
市
町
村
等
に
よ
る
認
定
は
行
わ
な
い
）

◆
資
金
使
途

◆
限
度
額

◆
融
資
利
率

◆
融
資
期
間

◆
返
済
方
法

◆
信
用
保
証

◆
取
扱
期
間

◆
申
込
期
間

◆
申
込
先

運
転
資
金

3
、
0
0
0
万
円
（
限
度
額
の
範
囲
内
で
複
数
回
利
用
可
能
）

年
2
・
1
0
％

7
年
以
内
（
う
ち
据
置
2
年
以
内
）

原
則
割
賦
返
済

県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き

平
成
1
0
年
1
0
月
1
2
日
～
平
成
1
1
年
3
月
31
日

平
成
1
0
年
1
0
月
1
2
日
～
平
成
1
1
年
3
月
1
5
日

各
金
融
機
関
へ

新
潟
綴
態
鐵
欝
建
し

指
導
餐
鐵
闘
灘

　
次
に
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業

の
振
興
、
都
市
交
流
の
促
進
等
に
つ

い
て
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
地
域
活
性
化
に
関
心
の
あ

る
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
日
時
　
1
0
月
2
6
日
㈲

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

◆
会
場
　
ゆ
く
ら
妻
有

　
　
　
　
　
2
F
　
交
流
研
修
室

◆
講
師

　
高
柳
町
　
㈱
じ
ょ
ん
の
び
村
協
会

　
　
　
　
　
　
　
今
野
富
士
子
様

◆
指
導
内
容

・
特
産
物
の
製
造
・
加
工
等
に
つ
い

　
て

・
グ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
宿
泊
施
設
、

　
体
験
施
設
、
直
売
、
立
食
サ
ー
ビ

　
ス
等
に
つ
い
て

・
そ
の
他
活
性
化
構
想
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
役
場
開
発
課
　
企
画
開
発
係

　
　
　
　
（
内
線
2
7
1
・
2
7
2
）

行
灘
藏
灘
業
務

　
　
無
麟
鞍
談
灘
認
設

　
新
潟
県
行
政
書
士
会
及
び
同
会
魚

沼
支
部
で
は
、
次
に
よ
る
無
料
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

◆
目
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

◆
会
場
　
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
前
）

◆
相
談
受
付
内
容

　
・
土
地
に
関
す
る
こ
と

　
・
営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と

　
・
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

　
・
自
動
車
に
関
す
る
こ
と

　
・
記
帳
処
理
に
関
す
る
こ
と

函駈国謹

鑛｛井之川雛｝山崎

割小林征清子｝宮中

たまき｛村山慧｝宮中

麟｛樋噸す曇｝白羽毛

　
　
　
　
溝
国

肇　　
　
　
干
中

｛涌井一人
康　　艶美

徳井チカ（100）堀之内

鈴木佐十郎（74）下山

俣
毛

　
　
羽
倉
白

の
　
①

侶
　
⑲

ツ
　
イ

ハ
・
チ

木
　
口
鈴
樋

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税と振替日

■村・県民税　（”月2臼）

■国保税（11月2日）
■国民年金　（m月26日）

田保育料（間月2臼）
口上下水道料　（1鯛26日）

　
・
そ
の
他
権
利
義
務
に
関
す
る
こ

　
　
と

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
風
巻
　
和
男
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
費
6
5
－
3
9
0
3

魚
沼
菊
驚
覆
・
篇
佐
菊

ま
つ
麟
遷
難
驕
籔
彙

　
魚
沼
菊
花
展
・
浦
佐
菊
ま
つ
り
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
展
示

期
間
中
す
ば
ら
し
い
菊
花
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
出
展
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
菊
ま
つ
り
開
催
期
間

　
　
　
　
1
0
月
2
8
日
～
n
月
8
日

◆
会
場
　
浦
佐
　
普
光
寺
毘
沙
門
堂

◆
作
品
搬
入
日
　
1
0
月
2
5
日
㈲

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
村
山
　
登
（
田
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
盈
6
3
－
2
2
4
4

　　　　　　　　　　報　　　　　　　　欝　　　　　　鍵　　　　鰹　　　灘　鐙麟

26件
2人

33人
59日

数件
故
者
者

事通
交
死
傷

●
　
　
●
　
　
●

6死亡事故ゼロ

平成10年10月10日広報なかさと13



　10月15日～11月5目

カレンダー
15休）

三種混合合保健センター（∋14：00～14：30受付i

第4回なかさとトキメキ大学
合総合センター　（∋19：30～21：30

16働
妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科1
㊤13：00～13：30受付
心配ごと相談（樋口虎治郎）
合ディサービスセンター　∈）13：30～16：001

17（土） ミュージックプラネタリウム
合ユーモール　（D19：30～

18（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　（D11：00～11：40
高木杯テニス大会　合清田山自然運動公園i

㊤9：00～
健康福祉フェア’98倉ユーモール（∋10：00～i

19（月）

i20㈹
遊びの教室　倉総合センター
（99：30～10：00受付。

手づくり手芸教室　合総合センター
（D19：30～21：30

i21ωO 補聴器相談（リオン）合役場013：45～14：00i
i22（：木）

…23働

胃がん・大腸がん検診　合保健センター
08：00～10：00受付
心配ごと相談（山田虎一）
合ディサービスセンター　（1）13：30～16：00ii

行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

・24（土）

…25（日）

村民健康ウォーク　合ミオンなかさと
（D9：00～

ドーム中里き☆らoら定期投影
合ユーモール　∈）11：00～11：40

26（月） 補聴器相談（キコエ）合役場016：00～16：30i

27㈹ ツベルクリン検査　合保健センター㊤14：00～14：30

28（水》

29休） ツベルクりン判定及びB　C　G
合保健センター　（∋14：00～14：30

30働 心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスセンター　（∋13：30～16：00、

31（土）

1（日）

中里バスケットボール大会　合中里中学校1
（D8：00～

村民芸術祭（3日讃）合総合センター・保健／
センター⊂）9：00～17：00（2日のみ21：00まで）1

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　（911：00～11：40

2（月）

3㈹ 祝日　文化の日村民芸能祭倉ユーモール（D10：00～14：00i

4（z幻

5休）
男のクッキングタイム
合保健センター調理室　019：30～21：30
版画教室合総合センター019：30～21：30i
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　　　　　　　S29．4月～S30．3月生まれまでの

　　　　　妻有郷同窓会のこ案内
　広域6市町村（十日町市・川西町・津南町・中里村・松代町・松之
　山町）に在住する昭和29年4月から昭和30年3月生まれを対象に「妻

　有郷同窓会」を下記のとおり開くことになりました。これは、6市町

　村の37人で実行委員会をつくり約1年間をかけて準備を進めてきたも

　のです。地域の中学を卒業した同窓隼は約2千人、うち、半数の約9

百人が地元で活躍しています。また、地域外から嫁いでこられたかた

　や移りすんでいる方も対象としています。

　当日は、立食パーティー・演奏、また、ボランティア協力として使
　用済切手、書き損じた葉書も回収しています。「あんな意外な人と同窓

生だったんだ」とか「同世代は今、何を考えているのだろうか」など

様々な出会いがあると思います。

　　　◆日時11月15日（日）午後4時～午後8時

　　　◆会場クロス10　2階　大広間
　　　◆会費3，000円
　☆問い合わせ先　事務局：十日町市加賀糸屋町　西野良昭まで

　　　　　　　　　　　　昼二費52－6667夜・＝57－3388
、剛＿＿徽“榔漏㈲脚帰面咽層闘＿囎㎎r囎脚棚＿躍．細晒．騨騨騨曝躍圏一騨一国剛麟徽脚囎囎騨囎漏騙漏』．劃．騨r購巴聯一1

⑳大坪医離鵬
⑳庭野医辮備
⑳田中外科医院響講

⑳池田医瞭講
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（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

9月末現在
（）は前月比

．天目男3，269天（＋2）女ヨ，302人（一1）計5、5ヲ0人（＋1）．世帯数1，632（…一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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